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１
その

安曇野市議会

座談会
・編集方針がしっかりしてない。
・議論や過程をもっと載せてほしい。

・学校のエアコン設置など市民生活に関係あることをもっ
と載せて。

・視察報告は小中学生の感想文のようだ。
・議会の常識は市民の非常識。
・用語の解説コーナーは良い。

議会だよりを

読みやすくするために

　年配の方々や議員の皆さんとう
まく話せるか心配だったけど、気
軽に話ができる雰囲気作りがされ
ていたね。突っ込んだ話もでき、
それに対する議員さんのコメント
にナルホドと思うところもあっ
て、議会だよりを読む面白さがま
た一つ増えたわ。 （みわちゃん）

議会だより
初

イ ン タ ビ ュ ー
参加しての感想をお聞きしました。

斬
き

る！

もっと

　年齢層が高かったですが、皆さ
んが若い人のことを考えてくれて
いるのが分かってよかったです。
市議会で中高生と話す機会も作
り、若い人がどう思っているかを
直接投げかけてもらえればいいと
思います。中高生もどんな人が議
員をやっているかが分かり、つな
がりができて関わりやすくなると
思います。　　　（わらちゃん）

・ファッション誌を見るのと同じ感じで読めるものに。
・中学生が見ても理解できるように、内容を分かりや
すく。

・まだ文字が多くて読みづらい。

・議案名が長すぎて、これでもう読みたくなくなる。見
出しをつけて何のことかわかるようにすればよい。（※）

※提案を受けて、今号より議案名を分かりやすい表現に変えまし
た。
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モニター意見

３
その

・次号予告編を載せよう。
・アンケートを基に「今号でよく分からなかったコーナー」を
作ればいい。

・若年層に読んでもらい、意見を聞くことが必要。若者の中
に飛び込んで！

・表紙写真を高校生（写真部等）のコンペにするなど、議
会だよりに関わる人を増やしてはどうか。

・議員が学校に来て議会だよりを紹介してくれると、議会や
議会だよりに興味が持てる。

　初めてのモニター座談会でしたが、市民の皆さんと広報委員
会の議員とが、ひざを突き合わせての意見交換ができました。
参加されたモニターの皆さん、ありがとうございました。たく
さんの宿題をいただきましたので、検討、改善していきたいと
思います。

　これからも市民の皆さんと市政、そして議会のかけ橋として
議会だよりを作っていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報特別委員会一同

　去る 8月 22 日に議会だよりモニターと議会広報委員会
との座談会を開催しました。市民の皆さんが求める議会
だよりを作成するために、モニターの皆さんの「生の声」
を聞かせていただき、私たち作成側の思いもお伝えして、
双方向の意見交換の機会となりました。
　高校生から 70 代まで多年代にわたる 11 人のモニター
が参加され、お互いをニックネームで呼び合うなど、気
軽な雰囲気を演出し、2時間があっという間に過ぎました。
モニターの皆さんから出された意見は・・・。

モニター

提案！これからの議会だよりは…

まとめ

開催!!

　モニター座談会は参考になり良
かった。これからもっと若い方々
に、議会だよりを見てもらって、
参加してもらい、意見を聞いてい
くことが大切だ。 （にしちゃん）

大胆に

ニックネームでの自己紹介

議会だより
ヒストリー

を説明した
よ
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左
の
解
説
コ
ー
ナ
ー
で

難しい用語を少しだけ解説します！

解 

説
コ
ー
ナ
ー

市内経済対策と
コロナ禍

か

における

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
地
方
財
政
が
大
変
！

地
方
の
財
源
確
保
を
求
め
る

議
員
提
出
議
案
第
２
号

　
医
療
介
護
、
子
育
て
、
地
域
の
防
災
・
減
災
、
雇

用
確
保
な
ど
喫
緊
の
財
政
需
要
へ
の
対
応
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
で
、
地
方
財
政

は
巨
額
の
財
源
不
足
を
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
の
た
め
に
必
要
な

地
方
の
財
源 

確
保
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

し
た
。

市内中小企業への制度資金融資枠を拡大

中小企業の皆さんが、必要とする資金を調達できるように、
市内金融機関に対して資金を預託し、金融機関を通じて低金
利で融資が行われます。

高校生世代を支援する臨時給付金事業

これまで支援対象でなかった、平成 14年４月２
日から平成 16年４月１日に生まれた安曇野市在
住の高校生世代に一人につき、2万円を支給。

安曇野市出身の県外在住の学生にふるさ
との味を届けて応援

市内に保護者等がいる長野県
外（日本国内）に居住する学
生（大学、大学院生、短大、
専門学校等）に、りんごや米
などの地域産品を給付。

  13億円

  4,244万円  891万円

詳
細
な
議
案
名
は
↓

「
地
方
の
財
源
」
と
は

　
市
民
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
必
要
な
経
費
に
あ

て
る
収
入
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
の
が
、
市
税
（
個
人
・
法
人

市
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
）
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
等
や
借

入
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
も
大
切
な
財
源
の
一
つ
で

す
。

「

ペ
ー
ジ
へ

８
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議案第102号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき、飯沼利雄さんに同意しました。
議案第103号　教育委員会委員の任命につき、二村美智子さんに同意しました。
議案第104号　人権擁護委員の推薦につき、中澤みどりさん、望月静美さん、赤

あかはね

羽 篤さん、
　　　　　　　  片桐厚子さんを適任としました。

人 事
案 件

令和２年  9 月定例会

生活支援策は!?

令和 2年９月定例会が９月１日から 29 日まで
開催され、令和元年度決算、令和２年度補正
予算を含む議案 41 件、議員提出議案４件、請
願２件、陳情７件を審議しました。主な議案
を紹介します。

補正前の予算額   →
541億7，000万円　

補正予算
審議

補正額の追加　→  
24億2,600万円

補正後の予算額
565億9，600万円

可　決令和2年度安曇野市一般会計補正予算
（第４号・第５号）

議案第75号・101号

しました

安曇野市ささえあいプレミアム商品券
（第２弾）の発行・発売

地域のさらなる経済回復のため、年末年始の消費
を促進する。

新型コロナウイルス感染症外来・検査センターの設置

新型コロナウイルス感染症の検査体制を充実させ、検査開始は、
感染状況に応じ12月頃までにドライブスルー方式で開始予定。

市内全83区に非接触型体温計の貸与

地域の活動を安心して実
施するため、また災害時
の避難場所における健康
チェックのために。

  １億 5,300万円

  948万円

  142万円

＊1万円未満は切り捨て
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決
算
に
つ
い
て
の
討
論

サ
ル
を
犬
で
追
い
払
う
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
は
効
果
的
な
た
め
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
状
況
の
変
化
と
方
策
は
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
災
害
弱
者

へ
の
更
な
る
普
及
が
必
要
と
考
え
る

が
、
目
標
台
数
は
。

経
常
一
般
財
源
比
率
が
伸
び
た
要
因

は
。
単
年
度
収
支
額
が
４
年
連
続
マ

イ
ナ
ス
だ
が
こ
の
傾
向
は
ど
う
か
。

防
災
行
政
無
線
で
火
災
情
報
を
放
送

で
き
な
い
か
。

年
々
増
加
す
る
就
学
相
談
の
現
状
と

改
善
は
。
人
員
不
足
で
は
な
い
か
。

利
用
者
が
少
な
い
原
因
は
。
市
内
で

連
帯
保
証
人
を
立
て
る
の
は
難
し
い

の
で
は
。
貸
付
の
条
件
等
の
検
討
は
。

期
間
は
何
年
か
。
過
去
に
採
択
さ
れ

た
事
業
の
検
証
は
。
目
標
未
達
成
の

場
合
の
補
助
金
の
返
還
は
あ
る
か
。

答

答

答

答

答

答

答問

問

問

問

問

問

問
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
ク
は
平
成
30
年
度
に

１
頭
増
え
11
頭
、
飼
養
者
は
一
人
増

え
５
人
だ
。
地
域
ぐ
る
み
の
運
用
の

た
め
、
地
域
の
組
織
化
に
取
り
組
む
。

平
成
29
年
度
導
入
時
の
目
標
は
、

３
５
０
０
台
。
現
在
約
４
２
０
０
台

と
達
成
し
た
。
今
後
の
需
要
は
計
り

知
れ
な
い
が
、
区
や
自
主
防
災
組
織

の
訓
練
時
等
に
市
職
員
が
出
向
き
普

及
に
努
め
る
。

市
税
と
交
付
税
の
増
加
が
主
な
要
因

だ
。
単
年
度
収
支
は
前
年
の
繰
越
額

と
の
比
較
で
あ
り
、
基
金
積
み
立
て

を
し
て
、
繰
越
額
が
前
年
に
比
べ
減

少
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
今
後
の
支

出
に
備
え
、
積
み
立
て
を
行
っ
た
結

果
で
財
政
運
営
上
、
問
題
は
な
い
。

林
野
火
災
、
大
規
模
火
災
は
避
難
勧

告
等
の
放
送
を
す
る
が
、
一
般
の
火

災
は
放
送
し
な
い
。
他
市
も
同
様
だ
。

相
談
件
数
は
前
年
比
50
件
増
。
就
学

先
は
保
護
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
就

学
相
談
委
員
会
の
調
査
員
が
複
数
回

訪
問
し
、
小
委
員
会
の
検
討
を
経
て

本
委
員
会
で
判
断
し
て
い
る
。
人
員

は
改
め
て
見
直
す
。

原
因
は
他
制
度
の
利
用
と
周
知
不

足
。
導
入
か
ら
４
年
経た

ち
、
社
会
情

勢
も
変
化
し
た
。
制
度
の
改
変
や
、

貸
付
条
件
の
緩
和
も
検
討
す
る
。

期
間
は
３
年
以
内
。
ソ
バ
・
大
豆
機

械
事
業
は
目
標
達
成
し
た
。
水
稲
・

麦
色
彩
選
別
機
導
入
事
業
は
目
標
未

達
成
だ
。
補
助
金
の
返
還
は
な
い
。

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
事
業

防
災
ラ
ジ
オ
と
防
災
行
政
無
線

財
政
状
況

就
学
相
談
の
あ
り
方

入
学
準
備
金
貸
付
制
度

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

防災ラジオと防災行政無線

小
松 

芳
樹

小
林 

純
子

猪
狩
久
美
子

　
個
人
情
報
の
流
出
や
不
正
利
用
に
不
信

感
の
あ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
事
業
、

建
設
後
の
使
い
方
や
多
額
の
維
持
管
理
経

費
に
不
安
を
抱
く
新
総
合
体
育
館
建
設
事

業
、
非
課
税
世
帯
の
購
入
率
が
低
い
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
、
認
定
こ
ど
も
園

の
民
間
活
力
の
導
入
、
補
助
金
支
出
が
適

正
で
な
い
、
等
々
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
安
全
性
は
十

分
理
解
で
き
る
。
決
算
認
定
は
、
予
算
が

適
正
か
つ
正
当
に
執
行
さ
れ
た
か
を
確
認

す
る
も
の
だ
。
健
全
化
比
率
等
か
ら
判
断

し
、
認
定
に
賛
成
す
る
。

　
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
、
三
郷
堆

肥
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
の
方
向
性
は
評
価
す

る
が
、
複
数
の
指
定
管
理
施
設
で
譲
渡
の

道
筋
が
見
え
な
い
、
指
定
管
理
の
手
法
が

不
透
明
で
あ
る
等
の
課
題
が
あ
る
。
指
定

管
理
者
制
度
の
課
題
と
制
度
導
入
の
是ぜ

ひ非

を
問
う
時
期
に
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
上
で
賛
成
す
る
。

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見
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職
員
の
定
員
適
正
化

認
定
こ
ど
も
園
の
職
員
体
制

学
校
現
場
の
勤
務
管
理

歳
出
４
２
１
億
６
６
４
１
万
円
を
認
定

適
正
な
予
算
執
行
か
？ 

そ
の
成
果
は
？

　「決算の認定」とは、適正に予算が執行されたのか、その
成果がどうであったのかを評価することです。議会では市民
に代わって行政効果を評価するために多くの質疑が行われ
ます。
　重要なのは、認定して終わりなのではなく、その結果をそ
の後の予算編成や財政運営の一層の健全化と適正化に活かし
ていくことです。

決
算
に
対
す
る
質
疑

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る

タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
等
の
導
入
は
。

職
員
定
数
７
３
５
人
を
堅け

ん
じ持
す
る
と

い
う
根
拠
は
。
会
計
年
度
任
用
職
員

の
位
置
づ
け
は
。

土
曜
保
育
の
必
要
性
、
市
民
ニ
ー
ズ

へ
の
認
識
は
。
公
立
園
と
私
立
園
と

の
連れ

ん
け
い携
に
よ
る
受
け
入
れ
は
。

３
月
１
日
現
在
、
全
３
８
４
人
の
う

ち
正
規
職
員
は
96
人
。
保
育
理
念
か

ら
、
全
員
が
身
分
保
証
さ
れ
た
正
規

職
員
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
評
価
は
。

地
下
水
の
涵か

ん
よ
う養
施
策
と
市
内
の
地
下

水
販
売
業
者
等
の
受
益
者
に
協
力
金

を
求
め
る
等
、
資
金
調
達
の
取
り
組

み
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
は
。

答

答 答

答

答 問

問 問

問

問
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
導
入
し
た
。

公
務
員
の
定
年
延
長
が
国
で
審
議
さ

れ
る
中
で
当
面
の
方
針
だ
。
令
和
２

年
度
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に

移
行
し
、
４
月
１
日
時
点
で
７
２
３

人
だ
。
欠
員
補
充
の
臨
時
的
任
用
だ
。

令
和
元
年
度
の
利
用
者
数
は
１
９
６

人
で
前
年
比
５
人
増
の
微
増
。
国
が

定
め
る
運
営
費
の
観
点
・
基
準
等
か

ら
連
携
は
で
き
な
い
。

正
規
職
員
の
割
合
は
低
い
水
準
で
あ

る
。
非
常
勤
職
員
の
う
ち
短
時
間
雇

用
は
１
１
２
人
で
、
年
々
ニ
ー
ズ
の

高
ま
る
未
満
児
保
育
、
障
が
い
児
保

育
、
長
時
間
保
育
に
対
応
し
て
い
る
。

質
の
高
い
保
育
の
た
め
、
全
員
が
研

修
会
、
研
究
、
公
開
保
育
等
を
行
っ

て
い
る
。

令
和
８
年
度
目
標
が
３
０
０
万
㎥

に
対
し
、
令
和
２
年
度
見
込
み
は

１
４
０
万
㎥
。
新
た
な
施
策
が
見
出

せ
ず
課
題
山
積
で
あ
る
。
受
益
者
と

は
令
和
３
年
度
ま
で
に
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

地
下
水
の
保
全

土
曜
保
育

堀金認定こども園

令和元年度

決  算
一 般 会 計
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安曇野市議会基本条例第５条
「議員は議会活動を行うため会
派を結成することができる。」
となっています。

賛否が分かれた議案等

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

議　案
第75号 令和２年度安曇野市一般会計補正予算（第４号） 9／29 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第86号

令和元年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認
定について 9／29 認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第87号

令和元年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について 9／29 認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第88号

令和元年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について 9／29 認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第89号

令和元年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について 9／29 認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳　情
第６号

政府に消費税減税を求める意見書提出に関する
陳情 9／29 不採択 × ○ × × × ○ × × × × × × × ○ × × × × × × 議

陳　情
第９号

「全国一律最低賃金制の確立と最低賃金を1500円
へ引上げを求める意見書」の提出を求める陳情書 9／29 不採択 × ○ × × × ○ × × × × × × × ○ × × ○ × × × 議

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名

議案名

トリセツ　その３

ミニ

安曇野市議会の

それは

会派の名称よ！

一般質問の議員の名前に、
「〇〇会」、「△△党」
等々書かれているけど、

あれはなに？

　市政に対して同じ考えや意見、政策を持っている議員や所属政
党の議員が集まり、その考えを効果的に市政に反映させるために
つくる団体のことです。

　安曇野市議会には、現在、公明党、日本共産党安曇野市議団、
自民安曇野、政和クラブ（10月19日結成）の４つの会派があります。
会派に属さない議員は無会派となります。また、現議長は公平・公
正な議会運営をするため、会派を離脱し無所属となっています。

会派とは
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令和２年  ９月定例会
      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

17 号 令和元年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率について

受理

18号 令和元年度決算に基づく安曇野市産業団地造成事業特別会計資金
不足比率について

19号 令和元年度決算に基づく安曇野市有明荘特別会計資金不足比
率について

20号 令和元年度決算に基づく安曇野市水道事業会計、安曇野市下水道
事業会計資金不足比率について

21号 令和元年度安曇野市水道事業会計継続費の精算について

22号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について（財物
事故に関すること）

23号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について（財物
事故に関すること）

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

73 号 安曇野市かじかの里公園の設置及び管理に関する条例 原案
可決

74号 安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例 継続
審査

79号 令和2年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算（第1号）

原案
可決

80号 令和2年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算（第1号）

81号 令和2年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算（第1号）

82号 令和2年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算（第1号）

83号 令和2年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算（第1号）

84号 令和2年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（第1号）

85号 令和2年度安曇野市有明荘特別会計補正予算（第1号）

90号 令和元年度安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定

91号 令和元年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入歳出決算の
認定について

92号 令和元年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳出決算の認
定について

93号 令和元年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳入歳出決算
の認定について

94号 令和元年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳出決算の認
定について

95号 令和元年度安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

96号 令和元年度安曇野市有明荘特別会計歳入歳出決算の認定について

99号 市道の廃止について 原案
可決100 号 市道の認定について

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

72 号 安曇野市保育に関する審議会設置条例を廃止する条例

原案
可決

76号 令和２年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

77号 令和２年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

78号 令和２年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第２号）

87号 令和元年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について

認定88号 令和元年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

89号 令和元年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

１号

安曇野市情報公開条例における定義規定では、用語として「情
報公開」が設けられ、「公文書を閲覧に供し、又は公文書の写し
を交付することをいう。」と定義されていますが、この説明では
≪情報公開≫の意味が著しく狭くなってしまい、市職員や市民
に対して≪情報公開≫制度の理解に大きな誤解を与えかねず、
また、各条文の表記を精査してみると、誤字・脱字、読点の誤
用や、実施機関名の錯誤、略称規定の欠落、非公開情報規定の
曖昧さのほか、多くの不明確・不整合・未整理な表現があり、
改める必要があると思える記述は70箇所以上になり、これで
は一市民として恥ずかしいので、速やかに全条文を見直し、重
要な規範である条例の表記として、正確かつ明確で市民にとっ
て分かりやすい書き方に改めること等を求める陳情書

不採択

３号

安曇野市個人情報保護条例における用語「個人情報」の定義は、
保有主体を問わない通常の個人情報の定義とは異なり、市の保
有する個人情報に限定して定義されているため、複数の条文に
おいて解釈が成り立たなくなるなど、条例の本来の目的を達する
ことができない条文構成となっており、長野県内市町村の個人
情報保護条例にはこのような例はなく、明らかに<立法の過誤
>があると認められるので、速やかに是正することを求めるとと
もに、同条例の各条文において誤字・脱字をはじめ多数の不適
正表記があるので、あわせて修正すること等を求める陳情書

５号 第五世代移動通信システム（5G）導入に際して慎重な自治
体対応を求める陳情書

継続
審査

６号 政府に消費税減税を求める意見書提出に関する陳情 不採択

７号 高年齢雇用継続給付金の算出期間について、新型コロナウイルス
感染症の影響を受けた期間を除外する見直しを求める陳情 採択

９号 「全国一律最低賃金制の確立と最低賃金を 1500 円へ引上げ
を求める意見書」の提出を求める陳情書 不採択

10号 安曇野市豊科重柳地区活性化（開発）に関する陳情 継続
審査

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

67 号 安曇野市個人情報保護条例

原案
可決

68号 安曇野市情報公開条例の一部を改正する条例

69号 安曇野市情報公開・個人情報保護審査会条例

70号 安曇野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の一部を改正する条例

71号 安曇野市手数料条例の一部を改正する条例

75号 令和２年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

86号 令和元年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

101 号 令和２年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）

原案
可決

105 号 令和２年度あづみ野産業団地拡張事業造成工事第１工区
請負契約について

106 号 令和２年度あづみ野産業団地拡張事業造成工事第２工区請負
契約について

107 号 令和２年度安曇野市立小中学校学習用端末購入に係る売買契約について

     水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

97 号 令和元年度安曇野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案
可決
及び
認定

98号 令和元年度安曇野市下水道事業会計利益の処分及び決算の認
定について

      議員提出議案
議員
提出 件　　　　　　　名 結果

２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

原案
可決

３号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書

４号 国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める意見書

５号 高年齢雇用継続給付の算出期間について、新型コロナウイルス感
染症の影響を受けた期間を除外する見直しを求める意見書

      請願
請願
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める請願書
採択

2号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める請願書

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

102 号 国定資産評価審査委員会委員の選任について
同意

103 号 教育委員会委員の任命について

104 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

９月定例会で審議した結果です

    

工区

ページへ

ページへ

ページへ

4.5.10～12

6.7.10～12

4.5

て

ページへ

ページへ

５

４

      

書書

ページへ

ページへ

12

11

ページへ

ページへ

10

10
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一
人
一
台
の
情
報
端
末
機
は
、
小
学
生
、
中

学
生
何
年
生
に
用
意
す
る
の
か
。
ま
た
、
市

の
財
源
な
の
か
国
の
交
付
措
置
か
。

自
治
体
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
教
育
条
件
の

格
差
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
で
、
一
時
生
活

支
援
、
住
居
確
保
給
付
金
が
急
増
し
た
。
何

人
に
給
付
と
な
っ
た
か
。

答答 問

問請
願
者

問
令
和
２
年
度
は
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
。
国
庫
補
助
で
３
分
の
２
、
残
り
３

分
の
１
は
地
方
交
付
税
で
財
政
措
置
が
さ
れ

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
一
時
生
活
支
援

（
生
活
の
場
所
が
な
く
ホ
テ
ル
を
利
用
す
る

費
用
）
は
、当
初
20
日
分
を
予
定
し
て
い
た
。

さ
ら
に
30
日
分
を
予
算
化
す
る
。
住
居
確
保

は
、
昨
年
数
件
の
利
用
し
か
な
か
っ
た
が
、

本
年
10
月
か
ら
３
月
ま
で
に
２
７
９
人
見
込

む
。
月
平
均
46
人
と
な
る
。

学校バス運行事業

　
市
立
認
定
こ
ど
も
園
の
一
部
民
営
化
を
進
め
る

　
一
概
に
公
立
が
よ
く
て
民
営
化
が
よ
く
な
い
と

言
う
こ
と
は
な
く
、
安
曇
野
市
の
保
育
と
し
て
何

が
ふ
さ
わ
し
い
か
、
民
営
化
の
良
さ
も
取
り
入
れ

幅
広
く
議
論
し
て
お
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
良
い

こ
と
だ
と
思
う
の
で
賛
成
す
る
。

　
官
と
民
が
新
し
い
協
働
の
ス
タ
イ
ル
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
う
。
市
民
に
と
っ

て
も
選
択
肢
が
増
え
る
の
で
賛
成
す
る
。

　

全
国
的
に
み
て
、
少
人
数
教
育
の

実
施
に
支
障
が
起
き
た
り
、
教
材

費
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
就
学

援
助
や
奨
学
金
制
度
等
の
教
育
条
件
に
格
差
が
出

て
き
て
い
る
。

竹
内 

秀
太
郎

増
田 

望
三
郎

猪
狩 

久
美
子

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

更
な
る
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
を
含
む
補
正
予
算

（
第
４
号
）

子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
・
予
算
の
拡
充
を

安
曇
野
市
の
令
和
元
年

度
の
決
算
は
？

議案第75号

請願第1・2号

議案第86号
福
祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
元
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
お
よ
び
令
和
２
年
度
安
曇
野

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
含
む
議
案
９
件
と
請
願
２
件
を
９
月
18
日
に
、
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
を
９
月
29
日
に
審
査
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓
　

　コロナウイルス感染症防止対策で、小中

学校の修学旅行などの行事を実施するにあ

たり、バスの中での児童生徒の「密」を避け、

安心安全で楽しい思い出に残る行事にする

ために、１台分の乗車人数を減らし、使用

するバスの台数を増やす事業。

反
対
の
意
見

トピック

の
で
は
な
く
、
公
設
公
営
で
運
営
す
べ
き
だ
。

ペ
ー
ジ
へ

８
・
９
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常任委員会報告

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
元
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
お
よ
び
令
和
２
年
度
安
曇
野

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
含
む
議
案
７
件
と
陳
情
１
件
と
陳
情
の
継
続
審
査
３
件
を
９
月
17
日
に
、
令
和
２
年
度

安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
９
月
29
日
に
審
査
し
ま
し
た
。  

　
　
議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓
　

総
務
環
境

安
曇
野
市
個
人
情
報

保
護
条
例

安
曇
野
市
消
防
団
員
に

関
す
る
条
例

議案第67号議案第70号　
新
総
合
体
育
館
の
建
設
に
当
初
か
ら
反
対
し
て

き
た
。
本
体
工
事
が
始
ま
り
、財
源
変
更
に
よ
り
、

さ
ら
に
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍か

に
あ
っ
て
、
今
新
し
く
大
き
な

体
育
館
を
造
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
同
和
対
策
事
業
補
助
金
は
、
同
和
問
題
の
解
決

と
と
も
に
減
額
し
て
、
な
く
し
て
い
く
方
向
が
望

ま
し
い
。
新
総
合
体
育
館
の
建
設
に
は
当
初
か
ら

反
対
し
て
き
た
。
国
の
政
策
だ
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
進
め
る
決
算
の
認
定
に
反

対
す
る
。

　
新
総
合
体
育
館
は
、
民
主
主
義
の
中
で
粛

し
ゅ
く
し
ゅ
く々

と

議
論
さ
れ
、
今
、
建
設
に
至
っ
て
い
る
。
財
源
変

更
し
な
が
ら
建
設
に
携
わ
っ
て
い
く
と
い
う
考
え

方
は
、あ
っ
て
当
然
で
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。待
っ

て
い
る
市
民
も
大
勢
い
る
と
思
う
。

　
審
議
し
た
予
算
に
つ
い
て
粛
々
と
進
め
て
き
た

事
務
の
結
果
で
あ
る
。
不
況
時
だ
か
ら
こ
そ
、
公

共
工
事
は
必
要
だ
と
思
う
。
今
、
新
総
合
体
育
館

に
つ
い
て
の
工
事
も
粛
々
と
進
め
る
べ
き
だ
と
思

う
。

　
同
和
対
策
事
業
補
助
金
は
、
要
綱
に
沿
っ
た
経

費
で
あ
り
、
抜
本
的
な
解
決
を
し
な
い
限
り
は
継

藤
原 

陽
子

遠
藤 

武
文

藤
原 

陽
子

臼
井 

泰
彦

臼
井 

泰
彦

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

更
な
る
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
を
含
む
補
正
予
算

（
第
４
号
）

安
曇
野
市
の
令
和
元
年

度
の
決
算
は
？

議案第75号

議案第86号

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

　
個
人
情
報
保
護
関
係
の
法
律
改
正
を
ふ
ま
え
、

現
行
の
条
例
を
全
面
的
に
見
直
し
、
全
部
改
正
を

行
う
。

　
団
員
の
定
数
を
１
０
９
０
人
か
ら
１
４
０
人
減

の
９
５
０
人
に
改
め
る
。

　
災
害
対
策
事
業
で
は
、
避
難
所
に
お
け
る
感
染

症
対
策
の
た
め
に
、
早
急
に
準
備
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
を
購
入
す
る
。

　
結
婚
相
談
事
業
は
、
１
回
目
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
で
、
２
回
目
は
神か

み

竹あ

か

り灯
で
開
催
さ
れ
、
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
が
15
組
と
い
い
成
果
だ
っ
た
。

審
議
の
一
部

審
議
の
一
部

そ
の
他
の
内
容

そ
の
他
の
内
容

安曇野神竹灯 ( 穂高神社 )

続
さ
れ
る
。
新
総
合
体
育
館
の
建
設
工
事
も
粛
々

と
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
も
増
や
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
決
算
の
不
採
択

に
は
当
た
ら
な
い
。

ペ
ー
ジ
へ

８
・
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　　市議会から市行政に      項目の緊急提案 !!
新型コロナへの対応策

　コロナ禍における災害を考慮した防災訓練の在り方を再検討し、防災ラジオの普及をはじめ、備蓄品
の整備や避難所・避難場所における感染症対策、車避難対策など基準となるマニュアルを作成し、区
等における防災訓練の見直し並びに防災用品の整備等、市民に対しての啓発活動を提案・要望します。

　市議会では、未
いま

だ収束が見えないコロナ禍の状況を踏まえ、各常任委員会を中心に、これからの新型コロ
ナウイルス感染症対策に向けた提案・要望事項をまとめ、議会だより第 59 号に特集として掲載しました。こ
れに基づき、令和２年８月 27 日、宮澤市長に提言書を提出し、市民の暮らしと安全を守るため、スピード感
のある対応を要望しました。

　コロナ禍における市や各諸団体等が開催する各種会議について、基本的なガイドラインを早急に整備
し、既存のものも含め検証・見直しを要望します。
　また、各種行事やイベントのあり方についても市民と一緒に協力して、コロナ禍の社会・経済が動い
て市民が生きていく方策を整えていくことを提案・要望します。

　現在、認定こども園・幼稚園等での３歳未満児の保育室にはエアコンが設置されていますが、3歳児
以上の保育室には設置されていないので、早期にエアコン設置を要望します。また、緊急性の高い部屋
については、気化式冷風機設置等の代替策を講ずることを提案・要望します。

　市の職員は、通常業務を遂行しながらコロナ対策や対応をしており、マンパワー不足となっていま
す。職員、会計年度任用職員の採用・増員や職員ＯＢの活用を図るなど、思い切った発想転換でマン
パワーの充実を提案・要望します。

  防災対策  

  各種会議や行事の持ち方・あり方  

  保育施設におけるエアコンの早期設置  

  職員等の増員によるマンパワーの充実  

１

２

３

４

正副議長が４項目の提案・要望を市長に提出

4
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市
の
ト
マ
ト
栽
培
施
設
を
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

に
民
間
譲
渡
す
る
に
あ
た
り
、
毎
年
６
３
０
万
円

ほ
ど
を
固
定
資
産
税
免
除
の
形
で
令
和
３
年
度
ま

で
５
年
間
補
助
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
必
要
は
な
い
と
思
う
の
で
決
算
に
は
反
対
す
る
。

井
出 

勝
正

反
対
の
意
見

更
な
る
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
を
含
む
補
正
予
算

（
第
４
号
）

安
曇
野
市
の
令
和
元
年

度
の
決
算
は
？

新
総
合
体
育
館
の
使
用
料

を
定
め
る
条
例

議案第75号議案第86号

議案第74号

平成 18 年「こむぎ亭」として営業開始
した当時の三郷やすらぎ空間施設

経
済
建
設

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
元
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
お
よ
び
令
和
２
年
度
安
曇
野

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
含
む
議
案
22
件
と
陳
情
３
件
を
９
月
23
日
・
24
日
に
、
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
９
月
29
日
に
審
査
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　 

　
　   

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
で
、
ほ
り
で
ー
ゆ
〜
四

季
の
郷
、
フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室
山
等
は
、
市

へ
の
納
付
金
が
免
除
さ
れ
た
が
、
施
設
運
営

の
三
セ
ク
側
か
ら
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
の

か
。
民
間
業
者
が
指
定
管
理
し
て
い
る
施
設

と
、
支
援
に
差
が
あ
る
の
で
は
。

三
セ
ク
だ
け
守
る
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、

民
間
が
指
定
管
理
を
受
け
て
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
へ
も
支
援
が
必
要
で
は
。

三
郷
や
す
ら
ぎ
空
間
施
設
（
現
在
「
そ
ば
の

郷
」
と
し
て
営
業
）
は
、
指
定
管
理
者
が
定

着
せ
ず
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
だ
が
、
施

設
の
利
用
目
的
を
変
え
て
有
効
活
用
す
る
に

答

答

答 問問問
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
同
じ
く
三
セ
ク
運
営

の
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
も
同
様
に
、
市
の
宿
泊

施
設
は
運
営
資
金
が
底
を
つ
く
状
況
だ
っ
た

の
で
、
や
む
を
得
な
か
っ
た
。

補
助
金
は
当
該
施
設
を
20
年
間
（
令
和
８
年

度
末
ま
で
）
使
う
こ
と
が
条
件
。
そ
れ
以
前

に
や
め
る
と
補
助
金
の
一
部
返
還
が
必
要

だ
。

農
政
課
だ
け
で
な
く
市
全
体
で
、
市
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
支
援
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
検
討
す
る
。

　
公
共
施
設
の
使
用
料
の
あ
り
方
・
方
針
と
と
も

に
、
新
総
合
体
育
館
の
使
用
料
も
決
め
る
必
要
が

あ
る
。
経
済
建
設
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
福
祉
教

育
委
員
会
、
総
務
環
境
委
員
会
で
も
、
し
っ
か
り

と
し
た
説
明
と
議
論
が
必
要
で
は
な
い
か
。
市
民

説
明
会
も
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
で
の
議

論
も
途
中
で
あ
り
、
使
用
料
の
減
免
等
の
ル
ー
ル

も
未
定
等
、
手
順
を
踏
ん
で
決
め
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
た
め
。

　
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
市
の
ト
マ
ト
栽
培
施
設

を
譲
渡
し
た
時
の
条
件
と
し
て
固
定
資
産
税
の
減

免
が
あ
り
、
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
適
切
な
補
助

金
で
執
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
賛
成
す
る
。

小
松 
芳
樹

賛
成
の
意
見

トピック

常任委員会報告

　
継
続
審
査
に
し
た
理
由

安曇野の地下水を汚染
させない陳情書
　この陳情は、議会運営委員会において
「市との係争中の内容が含まれる」と判断
されたため、総務環境委員会への付託は取
り消された。
　ただ、経済建設委員会において、市の
下水道事業に関わる緊急性の高い問題で
はないかとの意見が出て、上下水道部に
見解を質

ただ

すとともに、問題があった場合
はしっかり対応するよう要望した。

は
、
建
設
の
た
め
の
補
助
金
を
返
還
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
か
。

ペ
ー
ジ
へ
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９

12
安曇野市議会だより 第 60号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2020. 11.18



９月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

 

ー
ド
ッ
グ
に
よ
る
追
い
払
い
、
各
種
の

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
地
域
の
組
織
を

強
化
し
、
効
果
が
あ
る
追
い
払
い
を
す

る
た
め
、
猿
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
用
の
首
輪
を
付

け
た
。
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
で
監

視
し
、
効
果
的
な
取
り
組
み
を
一
緒
に

研
究
し
て
い
く
。

　
問 

倉
田
～
岩
原
公
民
館
前
の
歩
道
計
画
は
。

建
設 

令
和
２
年
度
は
概
略
設
計
や
事
業
化
に

向
け
て
説
明
会
を
行
う
。
令
和
３
年
度

か
ら
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
国

に
要
望
し
、
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
問 

安
全
確
保
の
た
め
に
仮
の
歩
道
と
し
て

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置
す
る
計
画
は
。

市
長 

事
業
の
進
み
具
合
を
見
て
判
断
す
る
。

ほりでーゆ～四季の郷

　
問 

ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷
の
指
定
管
理

者
で
あ
る
三
セ
ク
の
、
新
社
長
を
迎
え

て
の
営
業
方
針
等
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
関
東
圏
や
関
西
圏
か
ら
の
誘
客
が

難
し
い
中
、「
地
元
を
大
事
に
、
地
元
か

ら
愛
さ
れ
る
施
設
に
し
よ
う
」
と
地
元

お
よ
び
各
区
長
、
消
防
団
関
係
者
等
へ

の
声
が
け
や
、
教
育
旅
行
の
決
定
に
迷
っ

て
い
る
県
内
の
小
中
学
校
へ
修
学
旅
行
、

教
育
旅
行
の
案
内
書
を
送
っ
た
。
国
営

公
園
や
県
烏か

ら
す
が
わ
け
い
こ
く

川
渓
谷
緑
地
な
ど
を
紹
介

し
、
屋
外
で
自
然
と
触
れ
合
う
体
験
等

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　
問 

ほ
り
で
ー
ゆ
～
の
地
権
者
の
下
堀
・
扇

町
内
山
生
産
森
林
組
合
に
譲
渡
方
針
の

経
過
の
説
明
を
し
た
か
伺
う
。

農
林 

８
月
に
正
副
組
合
長
、
理
事
に
譲
渡
基

本
方
針
を
説
明
し
、
組
合
側
で
方
向
性

を
議
論
し
、
最
終
結
論
は
総
会
で
決
定

す
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
問 

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

市
長 

サ
ル
対
策
は
電
気
柵
の
設
置
、
緩

か
ん
し
ょ
う
た
い

衝
帯

の
整
備
、
猟
友
会
に
よ
る
個
体
数
の
調

整
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
や
モ
ン
キ

市
の
宿
泊
施
設
（
観
光

施
設
等
を
含
む
）
対
策
は

自民安曇野
一志 信一郎

　
問 

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
７
月
に
募
集
し
、

８
月
に
販
売
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
応
募
者
数
と
応
募
金
額
を
伺
う
。

ま
た
、
応
募
者
状
況
と
購
入
状
況
に
つ

い
て
市
の
評
価
を
伺
う
。

商
工 

１
家
庭
５
セ
ッ
ト
を
上
限
に
募
集
し
た
。

 

発
売
数
５
万
セ
ッ
ト
、
金
額
で
６
億
５

 

０
０
０
万
円
に
対
し
、
５
万
１
９
６
０

 

セ
ッ
ト
、
金
額
で
６
億
７
５
４
８
万
円

の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
９
月
３
日
現

 

在
の
利
用
状
況
は
大
型
店
で
の
利
用
金

 

額
が
１
億
４
１
２
５
万
円
、
大
型
店
以

 

外
が
１
億
１
１
８
２
万
円
と
な
っ
て
お

 

り
、
小
規
模
店
舗
で
も
一
定
の
効
果
が

 

み
ら
れ
る
。

　
問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
続
き
、
県

内
の
感
染
者
は
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
消
費
者
の
消
費
動
向
は
低
迷
が

続
き
、
中
小
零
細
企
業
は
苦
し
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。
現
在
の
商
品
券
が
11

月
15
日
で
終
了
し
た
後
、
年
末
年
始
に

向
け
て
第
２
弾
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
を
提
案
す
る
。
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

市
長 

県
内
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
消
費
者
動

向
調
査
で
も
、
年
末
年
始
に
か
け
て
消

費
意
欲
は
落
ち
込
ん
で
い
く
と
い
う
報

告
が
あ
る
。
年
末
年
始
に
向
け
て
冷
え

込
み
が
予
想
さ
れ
る
消
費
意
欲
を
高
め

て
い
く
た
め
に
、
第
２
弾
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
た
い
。
本
定

例
会
中
に
予
算
の
追
加
提
案
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷
の
経
営
状
況
と
今

後
の
対
応
は

〇
豊
科
吉
野
で
工
事
が
中
断
し
て
い
る
市
道
豊

科
１
級
26
号
線
の
早
期
開
通
を

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
第
２
弾

の
発
行
を
提
案
す
る

自民安曇野
竹内 秀太郎

第２弾の 30％プレミアム付き商品券

※
各
会
派
の
名
称
は
９
月
定
例
会
時
点
の
も
の
で
す
。

見本
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・若者の提案を吸い上げてほしい。
・一般質問のページは画一的で特徴に欠けて
いるので工夫をしてほしい。

・政務活動費の収支の他に内容報告もしてほ
しい。

・全体的にまだ文字が多く、ぱっと見てわか
りづらい。

・市政の重要な課題は賛否の問答を詳しく伝
え、メリハリのある記事を望む。

・モニターとの意見交換会を計画してほし
い。

議会だよりモニターアンケート結果より（第57号・第58号）

確実に進化している議会だより！

記事名 第 57 号 第 58 号
特集　安曇野市議会OneTeam ８ ー
中学生議会！2人の議長にインタビュー ７ ー
定例会報告会 ９ ７
常任委員会 ７ ６
議案審査報告 ２ ４
議案等の賛否一覧 ６ ９
一般質問（代表質問） ５ ５
市民の声 ５ ６
議会だよりあれこれ ２ ５
令和 2年度予算 ー ９
モニターアンケート ー ４
視察報告 ー ７

◆５段階評価の良い、まあ良いの比率比較（レーダーチャート）

◆興味を持った記事（複数回答、モニター14人） ◆第57号の意見の一部

令和２年度　議会だよりモニターの皆さん  これからもよろしくお願いします。

◆第58号の意見の一部

緑 ●　　　　   ●　
　　第 57 号　モニター ＝ 14 人

黒 〇　　　　   〇　
　　第 58 号　モニター ＝ 14 人

黒 ×　　　　   ×　
　　第 53 号　モニター ＝ 19 人
　　（モニター制度開始時）

・レーダーチャートに示すようにモニ
ター制度開始時に比べ確実に進化し
ています。

・記事のわかりやすさや内容、紙面
構成、レイアウトの工夫が求められ
ています。

メンバー構成（人）
10 代 20 ～ 30 代 40 ～ 50 代 60 ～ 70 代 合計

男 1 0 1 7 9
女 1 0 4 0 5
計 2 0 5 7 14

※特集や市民が登場する記事に興味が集まっています。

＜レーダーチャートからの所見＞

＜レーダーチャートの見方＞

議会だより
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

　
問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
社
協
）
の
緊
急
小
口
資

金
や
総
合
支
援
資
金
の
市
民
の
利
用
が

多
い
状
況
を
、
市
長
は
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
か
。

市
長 

令
和
元
年
は
緊
急
小
口
資
金
４
人
、
総

合
支
援
資
金
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
７
月
末

で
そ
れ
ぞ
れ
２
３
９
人
、
１
５
１
人
と

激
増
し
影
響
は
大
き
い
。
必
要
な
人
に

必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

生
活
保
護
受
給
者
は
横
ば
い
。
各
種
制

度
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
問 

こ
れ
ら
の
資
金
は
貸
付
で
、
や
が
て
は

返
還
が
必
要
だ
。
市
職
員
と
社
協
職
員

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
生
活
保
護
制
度

へ
誘
導
す
る
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

市
長 

社
協
に
は
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

を
委
託
し
、
必
要
な
ら
生
活
保
護
へ
の

案
内
を
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
社
協
へ

の
職
員
の
派
遣
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問 

生
活
保
護
の
利
用
は
恥
と
い
う
意
識
が

あ
る
。
こ
れ
を
変
え
る
た
め
、
市
の
「
生

活
保
護
の
し
お
り
」
の
中
で
、
憲
法
25

条
が
保
障
す
る
権
利
で
あ
り
、
８
つ
の

補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
わ
か
り
や

す
く
表
記
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

福
祉 

見
直
し
が
あ
れ
ば
、
随
時
改
定
し
て
い

く
。
権
利
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す

い
表
現
で
説
明
に
加
え
て
い
き
た
い
。

　
問 

生
活
保
護
は
暮
ら
し
の
セ
ー
フ
テ
イ
ー

ネ
ッ
ト
、
た
め
ら
わ
ず
に
相
談
を
と
、

首
相
が
国
会
答
弁
し
、
厚
労
省
の
資
料

に
な
っ
た
。
市
の
し
お
り
も
見
直
す
べ

き
だ
。
生
活
困
窮
が
進
め
ば
、
相
談
者

も
増
え
る
。
た
め
ら
わ
ず
に
生
活
保
護

に
結
び
付
け
、
自
動
車
の
所
有
を
認
め

る
べ
き
だ
と
国
に
発
信
で
き
な
い
か
。

市
長 

し
お
り
の
必
要
な
修
正
は
実
施
す
る
。

自
動
車
は
個
々
に
判
断
し
、
対
応
し
て

い
る
。
今
は
国
へ
の
要
望
は
必
要
な
い
。

生
活
保
護
は
権
利
！

わ
か
る
し
お
り
へ
見
直
し
を

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

あづみの生活と健康を守る会等による
餅つきバザー

　
問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
出

産
後
の
母
子
が
社
会
か
ら
孤
立
し
や
す

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
産
後
う
つ
に

な
る
リ
ス
ク
も
高
く
な
る
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見み

す据
え
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
相
談
窓
口
も
必
要
で
は
な
い
か
。

保
健 

で
き
る
限
り
面
接
や
電
話
で
の
個
別
相

談
を
行
っ
て
い
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
問 

母
子
手
帳
の
記
録
や
、
予
防
接
種
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
自
治
体
か
ら
の
案

内
等
を
備
え
た
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
の

導
入
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

保
健 

令
和
２
年
３
月
策
定
の
「
第
２
次
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
ア
プ
リ
も
含
め
た
情
報
発
信
ツ
ー
ル

の
環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

　
問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
必
要

性
も
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
２
回
接

種
が
必
要
な
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
、
助
成
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

保
健 

市
と
し
て
、
予
防
接
種
全
体
を
捉と

ら

え
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
独

自
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問 

年
間
約
１
万
人
の
女
性
が
子
宮
頸け

い

が
ん

に
か
か
り
、
年
間
約
３
０
０
０
人
の
方

が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
は
定
期
接
種
と
し
て
、
小
学
６

年
生
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
の
女
子
は

無
料
で
受
け
ら
れ
る
。
副
反
応
等
の
正

し
い
情
報
と
定
期
接
種
権
利
が
な
く
な

る
高
校
１
年
の
女
子
に
、
個
別
通
知
に

よ
る
権
利
失
効
通
知
を
送
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

保
健 

高
校
１
年
生
の
保
護
者
宛
て
に
、
個
別

に
通
知
を
発
送
し
た
。
今
後
も
、
情
報

の
周
知
を
行
い
、
有
効
性
と
リ
ス
ク
を

理
解
し
て
も
ら
い
希
望
す
る
人
に
接
種

が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

公明党
中村 今朝子

　

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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一 般 質 問

題
解
決
に
活い

か
せ
な
い
か
。

政
策 

試
行
運
行
の
前
に
や
る
べ
き
検
証
が
あ

る
。
今
は
そ
の
段
階
だ
。

　
問 

巡
回
バ
ス
を
含
め
た
地
域
交
通
網
の
シ

ナ
リ
オ
は
い
つ
頃
公
表
で
き
る
の
か
。

政
策 

部
会
の
方
向
付
け
を
受
け
、
令
和
２
年

度
中
に
は
一
定
の
結
論
を
出
し
た
い
。

　
問 

最
後
に
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

市
長 

公
共
交
通
政
策
は
市
政
に
と
っ
て
重
要

な
案
件
。
協
議
会
の
会
長
の
立
場
と
し

て
、
協
議
会
で
の
決
定
が
結
論
と
な
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
気
候
非
常
事
態
宣
言
と
中
房
川
小
水
力
発
電

の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況

○
三
郷
東
部
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
方
針

自民安曇野
小松 洋一郎

市
内
巡
回
バ
ス
運
行
の

実
現
は
可
能
か

　
問 

市
内
の
公
共
交
通
手
段
に
巡
回
バ
ス
が

運
行
さ
れ
れ
ば
、
マ
イ
カ
ー
依
存
の
脱

却
、
歩
く
こ
と
に
よ
る
健
康
増
進
や
環

境
に
優
し
い
省
エ
ネ
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
に
つ
な
が
り
、
市
を
大
き
く
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
市
民
の
利
用
目
的

や
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
路
線
ル
ー
ト
案
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

政
策 

巡
回
バ
ス
の
必
要
性
や
ニ
ー
ズ
の
把
握

は
市
民
の
意
見
を
聴
取
し
、
現
在
の
３

路
線
案
を
基
本
に
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
の
中
間
評
価
と
併あ

わ

せ
検
討
し
た

い
。

　
問 

市
民
の
移
動
目
的
か
ら
巡
回
バ
ス
と
あ

づ
み
ん
の
二
本
立
て
が
好
ま
し
い
が
、

両
立
が
困
難
な
場
合
、
あ
づ
み
ん
の
運

行
を
拡
大
・
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え
は

あ
る
の
か
。

政
策 
両
者
の
運
行
体
系
の
特
徴
は
異
な
っ
て

い
る
が
、
あ
づ
み
ん
の
拡
大
も
一
つ
の

手
段
と
し
て
捉と

ら

え
て
い
る
。

　
問 

国
の
特
別
交
付
税
は
バ
ス
と
あ
づ
み
ん

個
々
に
受
け
ら
れ
る
の
か
。

政
策 

対
象
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
問 

試
行
運
行
を
実
施
し
、
市
民
の
声
を
課

　

　
問 

市
の
感
染
状
況
と
相
談
窓
口
の
状
況
は
。

保
健 

７
・
８
月
で
計
９
名
。
相
談
件
数
は
７
カ

月
間
で
約
１
８
０
件
。
保
健
師
が
不
安

解
消
の
た
め
個
別
対
応
し
て
い
る
。

　
問 

本
市
と
し
て
の
検
査
は
。

保
健 

拡
大
に
備
え
、
体
制
確
立
に
取
り
組
む
。

　
問 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
時
流
行
対
応
は
。

保
健 

診
療
体
制
が
懸け

ね

ん念
さ
れ
る
。
高
齢
者
の

接
種
は
10
月
12
日
か
ら
実
施
予
定
。
妊

婦
さ
ん
は
２
０
０
０
円
を
上
限
に
補
助
。

　
問 

学
校
内
で
の
対
応
は
。

教
長 

学
校
再
開
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
対
応
。

 

新
た
な
生
活
様
式
に
慣
れ
、
明
る
く
元

気
で
真
剣
に
学
び
を
継
続
し
て
い
る
。

　
問 

二
学
期
以
降
の
学
校
行
事
は
。

教
部 

小
中
修
学
旅
行
は
、
目
的
地
、
行
程
等

保
護
者
や
生
徒
の
意
向
を
ふ
ま
え
判
断
。

運
動
会
、
音
楽
会
等
工
夫
し
て
実
施
。

　
問 

コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
。

偏
見
、
差
別
に
つ
い
て
は
。

教
長 

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
指
導
。

人
権
教
育
を
重
点
と
位
置
づ
け
進
め
る
。

　
問 

７
月
豪
雨
の
避
難
所
開
設
と
今
後
は
。

総
務 

５
地
域
の
公
民
館
を
改
定
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
い
運
営
。
保
健
師
を
派
遣
。
避
難

所
の
収
容
、
混
雑
状
況
の
周
知
も
必
要
。

　
問 

市
民
の
命
を
守
る
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長 

感
染
予
防
の
徹
底
、
感
染
者
の
誹ひ

ぼ

う謗
中

傷
が
な
い
人
権
に
配
慮
し
た
行
動
を
。

　
問 

西
部
整
備
方
針
決
定
の
経
過
は
。

福
祉 
立
地
に
関
わ
る
法
的
規
制
・
耐
震
性
等

考
慮
し
、
早
期
建
築
可
能
な
現
地
新
築
。

　
問 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

福
祉 

今
年
度
実
施
計
画
に
あ
げ
、
予
算
の
計

上
を
図
り
、
実
施
設
計
に
着
手
し
た
い
。

　
問 

東
部
の
整
備
方
針
は
。

市
長 

合
併
特
例
債
の
期
限
内
に
建
設
す
る
べ

 

く
、
12
月
議
会
ま
で
に
方
向
を
決
定
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
市
の
対
応
は

政和会
平林 德子

未来に向かってまっすぐに！！

三
郷
西
部
・
東
部
認
定
こ
ど
も
園
は
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

　
問 

日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
率
は
世
界
で
１
５

 

０
番
目
の
低
さ
だ
。
無
症
状
感
染
者
が

集
ま
り
、
感
染
が
持
続
的
に
集
積
し
て

い
る
「
感
染
震
源
地
の
住
民
と
事
業
所

全
体
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」
を
実
施
し
、
無

症
状
感
染
者
を
隔
離
・
保
護
し
て
感
染

拡
大
を
抑
止
す
る
財
政
措
置
を
取
る
よ

う
、
国
へ
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長 

圏
域
内
で
体
制
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問 

医
療
機
関
や
介
護
施
設
な
ど
集
団
感
染

に
よ
る
「
リ
ス
ク
が
高
い
機
関
に
定
期

的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」
が
必
要
で
は
な
い

か
。
松
本
医
療
圏
の
検
査
能
力
、
検
査

体
制
の
目
標
、
陽
性
者
の
隔
離
・
保
護

す
る
体
制
、
財
政
支
援
の
要
望
は
い
か

が
か
。

保
健 

検
査
体
制
の
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問 

「
感
染
震
源
地
と
リ
ス
ク
の
高
い
機
関
に

対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」（
以
下
「
検
査
」）

を
抜
本
的
に
増
や
す
こ
と
が
、
市
の
経

済
に
と
っ
て
必
要
で
は
な
い
か
。

商
工 

ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬
開
発
が
待
た
れ
る
。

　
問 

感
染
症
に
係
る
差
別
や
偏
見
を
生
む
恐

怖
や
不
安
を
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、

検
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務 

市
民
が
不
安
を
抱
か
な
い
よ
う
、
正
し

い
情
報
と
感
染
防
止
の
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
。

　
問 

差
別
や
偏
見
を
生
ま
な
い
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
分
か
り
や
す
い
啓
発
活

動
を
継
続
的
に
行
う
必
要
は
な
い
か
。

総
務 

今
後
も
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

　
問 

長
期
の
休
み
や
感
染
症
対
策
に
よ
る
制

限
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
子
ど
も

へ
の
影
響
と
対
応
を
伺
う
。

教
長 

影
響
は
特
に
感
じ
て
い
な
い
。
一
人
一

人
に
つ
い
て
常
に
気
を
配
り
、
気
持
ち

の
安
定
に
努
め
て
い
る
。
い
つ
で
も
相

談
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
強
化
す
る

よ
う
国
に
要
望
を
！

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

「PCR 検査」196 か国中「日本」152 位
（2020年10月20日現在 Worldometerより作成）

　
問 

コ
ロ
ナ
は
一
層
大
変
な
状
況
で
あ
り
、

不
安
の
中
、
出
産
、
育
児
に
励
む
世
帯

を
応
援
す
る
た
め
、
新
生
児
の
特
別
定

額
給
付
金
の
延
長
を
お
願
い
す
る
。

市
長 

４
月
28
日
以
降
生
ま
れ
た
新
生
児
に
つ

い
て
は
支
給
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
見
通
し
が
不
透
明
な
中
、

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
子

育
て
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

金
額
は
未
定
だ
が
、
今
年
度
の
支
給
事

業
と
し
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
問 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
が
懸け

念ね
ん

さ
れ
る
中
、
高
齢
者
、
医
療
従
事
者
、

妊
婦
、
小
学
２
年
生
の
子
ど
も
へ
の
呼

び
か
け
、
供
給
量
の
見
通
し
は
。

保
健 

今
季
は
需
要
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る

た
め
、
国
で
は
重
症
化
の
お
そ
れ
の
あ

る
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
人
を
最
優
先

と
し
、
優
先
度
を
付
け
る
方
向
で
検
討
。

そ
れ
以
外
の
希
望
者
は
接
種
を
待
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
る
。
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
量
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５

年
以
降
最
大
の
供
給
量
と
な
る
予
定
だ

が
、
当
面
は
数
が
限
ら
れ
、
徐
々
に
増

え
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
た
め
、
医
療

機
関
と
連
携
し
、
混
乱
な
く
接
種
で
き

る
よ
う
周
知
し
て
い
く
。

　
問 

大
町
市
は
、
移
住
者
に
市
在
住
ス
テ
ッ

カ
ー
を
感
謝
を
込
め
て
贈
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
当
市
も
Ｐ
Ｒ
効
果
の
た

 

め
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

政
策 

朝
が
好
き
に
な
る
街
安
曇
野
の
ロ
ゴ
と

 

あ
づ
み
～
ず
の
活
用
で
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ッ
カ

 

ー
を
作
成
し
、
移
住
定
住
事
業
に
有
効

 

活
用
し
て
い
く
。

　
問 

９
月
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
。
チ
ー

ム
オ
レ
ン
ジ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

保
健 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
２
０
２
５
年
ま

で
に
１
万
人
を
目
指
す
。
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
講
座
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
は
検
討
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
応
す
る
施
策

公明党
藤原 陽子

コロナに負けず健やかにと願う！

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

子
ど
も
へ
の
影
響
と
対
応
は

100万人当たりの検査人数

イ
ギ
リ
ス 

（
１
８
）

米
国 

（
２
０
）

ロ
シ
ア 

（
２
１
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

（
２
８
）

カ
ナ
ダ 

（
３
８
）

ド
イ
ツ 

（
３
９
）

イ
タ
リ
ア 

（
４
０
）

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア 

（
４
２
）

フ
ラ
ン
ス 

（
４
３
）

中
国 

（
７
９
）

ブ
ラ
ジ
ル 

（
９
６
）

南
ア
フ
リ
カ 

（
１
０
２
）

イ
ン
ド 

（
１
０
５
）

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン 

（
１
２
１
）

韓
国 

（
１
２
４
）

日
本 

（
１
５
２
）

メ
キ
シ
コ 

（
１
５
６
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

（
１
５
８
）
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一 般 質 問

　
問 

「
令
和
２
年
度
法
人
市
民
税
は
、
前
年
同

月
比
８
月
末
で
２
億
５
千
万
円
減
額
」

と
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
健
全

財
政
を
維
持
す
る
た
め
の
施
策
を
問
う
。

市
長 

歳
出
は
、
１
％
の
政
策
見
直
し
で
４
億

円
、
２
％
の
倹
約
で
８
億
円
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
等
知
恵

を
絞
っ
て
歳
入
を
増
や
す
。

　
問 

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
施
策
は

決
し
て
良
く
な
い
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
東
京

一
極
が
変
化
し
、
災
害
を
受
け
に
く
い

土
地
柄
と
、
立
地
の
良
さ
で
安
曇
野
市

に
進
出
し
た
い
企
業
は
確
実
に
増
え
て

い
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

見
直
し
、
工
業
系
用
途
地
域
を
位
置
付

け
、
企
業
誘
致
し
て
健
全
財
政
を
維
持

す
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長 
財
政
確
保
の
た
め
大
切
な
施
策
だ
。
全

市
的
な
土
地
利
用
を
検
討
し
、
交
通
の

利
便
性
、
他
法
令
と
の
整
合
、
環
境
へ

の
影
響
、
地
域
の
同
意
な
ど
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

　
問 

テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着
、
地
震
津
波
の
心

配
で
移
住
希
望
者
は
増
え
て
い
る
。
希

望
者
を
呼
び
込
む
た
め
、
土
地
利
用
条

例
を
緩
和
し
、
田
園
環
境
区
域
内
に
も

若
者
が
住
め
る
施
策
を
取
る
べ
き
で
は
。

市
長 

議
会
の
皆
さ
ん
、
各
方
面
か
ら
の
意
見

も
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

　
問 

移
住
希
望
者
が
増
え
、
そ
の
約
30
％
が

農
あ
る
暮
ら
し
を
希
望
し
て
い
る
。
空

き
家
活
用
の
た
め
、
農
地
取
得
の
下
限

面
積
を
下
げ
て
対
応
す
べ
き
で
は
。

市
長 

地
域
再
生
法
、
農
地
法
の
特
例
の
２
つ

に
つ
い
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
大
変

有
意
義
で
あ
る
。
農
地
の
活
用
と
移
住

促
進
の
た
め
に
ど
の
手
法
を
取
れ
ば
よ

い
か
、
農
業
委
員
会
、
関
係
部
局
で
検

討
し
、
年
度
内
に
方
向
性
を
出
し
た
い
。

企
業
誘
致
と
移
住
定
住
の

促
進
（
健
全
財
政
の
為
）

自民安曇野
宮下 明博

土地利用基本区域図

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

　
問 

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
推
進
で
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
は
進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
更

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
に
よ
る
事
務

の
効
率
化
の
必
要
性
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長 

活
用
を
始
め
た
現
場
で
は
便
利
だ
と
の

声
は
聞
く
。
今
後
、
コ
ス
ト
面
も
含
め

て
事
務
の
効
率
化
が
図
れ
れ
ば
積
極
的

に
進
め
た
い
。

　
問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
状
況
は
。

生
活 

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
実
施
で
月
に
よ
っ

て
は
10
倍
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
る
。

　
問 

総
務
省
か
ら
の
書
面
規
制
・
押
印
・
対

面
規
制
の
見
直
し
通
知
を
受
け
て
、
そ

の
対
応
は
検
討
さ
れ
た
か
。

総
務 

市
の
申
請
や
届
け
出
に
お
い
て
、
慣
行

的
な
押
印
の
必
要
性
を
見
直
す
が
、
法

的
に
記
名
押
印
の
義
務
づ
け
が
あ
る
事

柄
は
で
き
な
い
。
事
務
の
効
率
化
・
簡

素
化
は
進
め
て
い
き
た
い
。

　
問 

市
内
小
中
学
校
で
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
呼
び
か
け
に
よ
る
、
消
毒
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
さ
れ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
が
長
引
く
と
続
か
な
い
。
補
正

予
算
を
組
み
外
部
委
託
を
考
え
な
い
か
。

教
部 

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
な
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
る

が
、
今
後
も
し
ば
ら
く
お
願
い
し
た
い
。

　
問 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
介
護
や
障
が
い
者
施
設

現
場
で
は
、
電
気
代
や
消
毒
代
等
大
変

で
あ
る
。
更
な
る
支
援
の
必
要
性
は
。

福
祉 

県
か
ら
の
支
援
の
他
に
市
で
は
、
非
接

触
型
体
温
計
と
マ
ス
ク
の
配
布
予
定
。

保
健 
県
に
お
い
て
、
対
象
の
事
業
所
へ
慰
労

金
支
給
が
始
ま
る
の
で
周
知
す
る
。

　
問 
テ
レ
ワ
ー
ク
が
進
む
中
、
本
市
の
環
境

下
で
仕
事
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
施
設

整
備
を
し
、
人
を
呼
び
込
む
施
策
は
。

市
長 

今
後
、
不
要
と
な
る
公
共
施
設
や
空
き

家
や
ホ
テ
ル
等
を
活
用
し
、
滞
在
型
観

光
と
テ
レ
ワ
ー
ク
を
結
び
つ
け
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た

デ
ジ
タ
ル
推
進
と
積
極
政
策

公明党
小松 芳樹

マイナンバーカード作成の特設窓口
（市役所１階東口）
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

無会派
増田 望三郎

　
問 

Ｄ
Ｘ
は
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆

使
し
、
新
た
な
価
値
や
サ
ー
ビ
ス
を
創

り
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ

変
革
し
て
い
く
も
の
。
市
長
の
認
識
は
。

市
長 

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
電
子
決
済
、
ウ
ェ

ブ
会
議
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
抑
制
す

る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

　
問 

市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
り
組
み
は
。

政
策 

行
政
手
続
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
促
進

を
重
点
施
策
に
掲
げ
、
な
が
の
電
子
申

請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
研
究
し
て
い
る
。

　
問 

Ｄ
Ｘ
の
戦
略
の
必
要
性
は
。

市
長 

市
民
ニ
ー
ズ
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
将
来
的
に
対
応
す
る
た
め
、
今
後
の

市
の
戦
略
と
し
て
検
討
す
る
の
は
重
要
。

政
策 

市
の
情
報
化
基
本
方
針
や
長
野
県
Ｄ
Ｘ

戦
略
と
も
整
合
を
図
る
。
全
部
局
横
断

的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
施
策
を
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
来
年
度
か
ら
策

定
に
取
り
か
か
る
後
期
基
本
計
画
で
方

向
性
を
検
討
す
る
。

　
問 

デ
ジ
タ
ル
を
駆
使
し
て
本
市
を
よ
り
よ

い
社
会
へ
変
え
よ
う
と
い
う
高
い
視し

ざ座

を
持
っ
て
考
え
て
い
る
部
署
は
。

副
長 

担
当
部
署
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
市
の

取
り
組
み
方
針
な
ど
方
向
性
を
見
定
め
、

体
制
を
積
極
的
に
詰
め
て
い
き
た
い
。

　
問 

外
部
人
材
も
入
れ
た
専
門
チ
ー
ム
の
設

置
と
人
材
配
置
は
。

市
長 

横
断
的
に
施
策
を
検
討
す
る
組
織
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。
人
員
配
置
等
に
つ

い
て
も
研
究
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
問 

安
曇
野
市
な
ら
で
は
の
Ｄ
Ｘ
と
は
。

市
長 

デ
ジ
タ
ル
化
は
市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

も
の
。
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
安
曇

野
市
ら
し
さ
を
失
わ
な
い
よ
う
、
デ
ジ

タ
ル
変
革
を
進
め
て
い
く
。

自治体におけるデジタル・トランス
フォーメーション（DX）

安
曇
野
市
に
Ｄデ

ィ
ー
エ
ッ
ク
スＸ
戦
略
は

必
要
か

　
問 

上
田
圏
域
及
び
長
野
圏
域
の
１
週
間
の

10
万
人
当
た
り
新
規
感
染
者
は
、
９
・

17
人
に
な
っ
て
い
た
。
感
染
は
東
北
信

で
広
が
っ
た
の
に
、
県
は
中
南
信
ま
で

含
め
て
警
戒
レ
ベ
ル
の
判
断
を
し
て
い

る
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長 

松
本
圏
域
や
市
内
で
の
感
染
状
況
に
応

じ
て
、
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
検
討
委
員
会
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
県
や
松
本
圏
域
の
自
治
体
の
医
療

関
係
者
な
ど
と
連
携
、
協
力
を
し
て
対

策
を
進
め
て
い
き
た
い
。
県
は
、
県
全

体
の
感
染
を
防
ぐ
と
い
う
対
策
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
国
や
県
の
動
向
を
見
て
、

催
し
物
等
の
人
数
制
限
の
緩
和
も
検
討

の
視
野
に
入
れ
て
い
く
。

　
問 

持
病
が
あ
る
人
、
高
齢
者
は
感
染
で
重

症
化
す
る
割
合
が
高
い
。
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
の
受
診
勧か

ん
し
ょ
う

奨
や
保
健
指
導
で
ヘ

ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
が
図
ら
れ
て

い
る
か
。

保
健 

市
の
後
期
高
齢
者
は
96
％
以
上
が
定
期

的
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
。
一

方
、
40
歳
か
ら
64
歳
の
国
保
加
入
者
の

３
割
が
健
診
未
受
診
。
医
療
機
関
に
も

か
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
自
身
の
健
康

状
態
が
分
か
ら
な
い
状
態
に
あ
る
。

　
問 

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
の

努
力
義
務
が
課
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

副
反
応
を
恐
れ
て
接
種
を
拒こ

ば

む
人
に
同

調
圧
力
が
加
え
ら
れ
た
り
、
嫌
が
ら
せ

が
起
き
た
り
し
な
い
よ
う
対
策
を
と
る

必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

保
健 

国
の
方
針
が
示
さ
れ
た
際
は
、
国
の
指

針
に
基
づ
き
、
情
報
を
確
認
し
、
市
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
検
討
委

員
会
に
も
諮は

か

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の

選
択
に
基
づ
い
て
、
円
滑
か
つ
安
全
に

接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
周
知
を
し
、

準
備
を
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
克か

つ

保
健
施
策
に
つ
い
て

政和会
遠藤 武文

三
み さ や ま

才山トンネル無料化は今後どう影響する？

※
Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
デ
ー
タ
を
駆
使
し
、
地
域
交
通
、
医
療
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
も
の
。

※
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一 般 質 問

※
か
か
り
増
し
経
費
…
介
護
施
設
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
か
か
っ
た
経
費
の
こ
と
。（
衛
生
用
品
の
購
入
、消
毒
・
清
掃
費
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
費
、追
加
的
人
件
費
な
ど
）

　
問 

市
が
６
月
、
介
護
事
業
所
に
行
っ
た
状

況
調
査
の
結
果
、
行
政
へ
の
要
望
は
あ
っ

た
か
。
ま
た
、
市
や
県
、
国
の
支
援
策

は
あ
る
か
。

保
健 

衛
生
用
品
購
入
に
対
す
る
補
助
と
非
接

触
型
体
温
計
の
配
布
の
要
望
が
あ
っ
た

の
で
、
市
は
非
接
触
型
体
温
計
を
配
布

す
る
。
ま
た
、
国
の
支
援
事
業
に
よ
り
、

全
事
業
所
、
施
設
に
対
し
て
、
４
月
に

さ
か
の
ぼ
り
、
か
か
り
増
し
経
費
や
感

染
予
防
の
環
境
整
備
の
助
成
が
さ
れ
る
。

　
問 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に

関
し
て
、
厚
労
省
が
通
達
し
た
特
例
措

置
が
あ
る
。
例
え
ば
３
時
間
利
用
者
に

５
時
間
分
の
サ
ー
ビ
ス
料
を
請
求
で
き

る
と
い
う
も
の
だ
が
、
介
護
現
場
で
は

混
乱
、
不
満
を
招
い
て
い
る
。
状
況
は
。

保
健 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

運
営
し
て
い
る
68
事
業
所
の
約
40
％
、

27
事
業
所
が
実
施
し
て
い
る
。
上
乗
せ

分
が
利
用
者
負
担
に
つ
な
が
る
と
し
て
、

実
施
し
な
い
事
業
者
も
あ
る
。

　
問 

特
例
措
置
を
撤
回
し
て
国
の
責
任
で
必

要
な
措
置
を
行
う
よ
う
意
見
を
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健 

来
期
の
介
護
報
酬
の
改
定
が
議
論
さ
れ

て
い
る
の
で
、
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
問 

コ
ロ
ナ
禍か

で
は
少
人
数
学
級
の
実
現
が

大
き
な
世
論
と
な
っ
て
い
る
。
教
師
が

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
合
っ
た
き
め

細
か
な
対
応
が
で
き
、
そ
の
子
の
特
性

が
よ
り
深
く
捉と

ら

え
ら
れ
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
う
し
た
少
人
数
学
級
は
必

要
と
の
考
え
か
。

市
長 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
少
人
数
学
級

は
必
要
な
こ
と
だ
。
教
員
の
配
置
増
員

も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
介
護

事
業
所
の
現
状
と
対
策
は

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

　

　
問 

本
市
の
経
済
と
税
収
へ
の
影
響
は
。

市
長 

全
業
種
で
打
撃
が
大
き
い
。
柔
軟
か
つ

継
続
的
に
効
果
的
な
施
策
を
展
開
す
る
。

農
林 

農
産
物
は
外
食
産
業
や
輸
出
の
停
滞
で
、

ワ
サ
ビ
、
花か

き卉
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
、
ソ
バ
、

米
、
果
樹
等
懸け

ね

ん念
さ
れ
る
。
高
収
益
作

物
次
期
作
支
援
交
付
金
制
度
の
活
用
を

進
め
る
。

商
工 

企
業
へ
の
特
別
資
金
の
融
資
は
４
３
４

件
、
約
54
億
円
。
廃
業
も
出
て
い
る
。

財
政 

法
人
市
民
税
は
前
年
同
月
比
40
％
減
、

市
税
全
体
は
１
・
６
％
減
で
あ
る
。

　
問 

令
和
２
年
度
の
予
算
執
行
状
況
は
。

財
政 

緊
急
対
応
の
た
め
、
８
月
末
時
点
で
令
和

 

元
年
比
11
・
１
％
増
の
57
・
５
％
。
ま
た
、

中
止
等
の
減
額
補
正
は
約
２
億
円
。

　
問 

今
後
の
さ
ら
な
る
支
援
策
は
。

政
策 

制
度
資
金
の
融
資
枠
拡
大
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
、
来
訪
者
向
け
ク
ー
ポ

ン
券
、
宿
泊
施
設
応
援
券
、
タ
ク
シ
ー
・

バ
ス
事
業
者
へ
の
支
援
金
等
を
検
討
中
。

　
問 

感
染
症
対
策
を
徹
底
の
上
、
イ
ベ
ン
ト

等
は
開
催
す
る
な
ど
、
市
の
考
え
方
は
。

市
長 

伝
統
的
行
事
等
は
工
夫
し
て
開
催
す
る

よ
う
に
、
取
り
組
む
つ
も
り
で
あ
る
。

　
問 

休
校
で
の
子
ど
も
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

教
部 

学
校
再
開
直
後
に
転
倒
や
落
下
、
授
業

中
の
け
が
が
報
告
さ
れ
た
。
学
年
に
応

じ
た
運
動
や
ゲ
ー
ム
の
活
用
を
呼
び
か

け
、
自
力
登
下
校
を
推
進
し
て
い
る
。

　
問 

端
末
利
用
に
対
す
る
指
針
は
。

教
長 

電
子
機
器
に
長
時
間
触
れ
る
こ
と
に
よ

る
健
康
被
害
に
強
い
危
機
感
が
あ
る
。

保
健 

健
診
や
訪
問
時
に
、
目
の
発
達
へ
の
影

響
や
、
端
末
の
使
い
方
や
ゲ
ー
ム
依
存

の
注
意
喚か

ん
き起

を
し
て
い
る
。

教
部 

メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い
方
を
中
学
生

議
会
で
取
り
上
げ
、
生
徒
自
ら
サ
ミ
ッ

ト
を
計
画
し
た
。
今
後
取
り
組
む
。

政和会
小林 陽子

運動会の代わりに開催された
体育学習発表会

令
和
２
年
度
の
財
政
運
営
は

※

コ
ロ
ナ
禍か

の
子
ど
も
の
心
身
の
健
康

少
人
数
学
級
の
実
現
を
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

無会派
小林 純子

　
問 

６
月
に
行
っ
た
文
書
質
問
に
対
す
る
市

長
回
答
か
ら
見
え
て
き
た
内
部
統
制
の

問
題
点
を
中
心
に
、
不
適
正
な
事
務
処

理
の
改
善
や
法
令
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ

守
の
徹
底
な
ど
、

内
部
統
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
聞
く
。

昨
年
度
退
職
し
た
セ
ク
ハ
ラ
被
害
職
員

は
、
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
金
申
請
に

当
た
り
、
セ
ク
ハ
ラ
に
よ
る
強
度
の
ス

ト
レ
ス
で
精
神
を
わ
ず
ら
い
退
職
し
た

と
認
め
ら
れ
、
特
定
受
給
資
格
者
と
な
っ

た
。
一
方
、
加
害
者
職
員
は
訓
告
以
下

の
処
分
で
、
市
の
セ
ク
ハ
ラ
に
対
す
る

認
識
や
処
分
は
軽
す
ぎ
る
の
で
は
。

総
務 

分ぶ
ん
げ
ん
ち
ょ
う
か
い

限
懲
戒
審
査
委
員
会
で
総
合
的
に
考

慮
し
、
決
定
し
た
公
平
な
処
分
で
あ
る
。

　
問 

Ｓ
Ｌ
機
関
車
移
設
事
件
に
関
わ
っ
て
少

な
く
と
も
２
件
の
法
令
違
反
が
あ
っ
た

が
、
関
係
職
員
の
処
分
は
あ
っ
た
か
。

総
務 

分
限
懲
戒
審
査
委
員
会
の
案
件
（
処
分

の
対
象
）
と
な
っ
て
い
な
い
。

　
問 

守
秘
義
務
違
反
の
指
摘
（
職
員
の
告
発
）

に
つ
い
て
調
査
し
た
か
。

総
務 

守
秘
義
務
違
反
の
事
実
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。

　
問 

精
神
障
が
い
者
の
福
祉
医
療
の
水
準
を

上
げ
る
べ
く
見
直
し
を
。

福
祉 

近
隣
市
町
村
の
多
く
は
２
級
の
手
帳
所

持
者
に
つ
い
て
、
全
診
療
科
の
通
院
も

対
象
と
し
給
付
し
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
他
市
同
様
に
支
援
範
囲
を
拡

大
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
問 

子
ど
も
向
け
加
算
の
新
制
度
は
。

福
祉 

障
害
年
金
受
給
の
ひ
と
り
親
は
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
が
、
制

度
改
正
に
よ
り
令
和
３
年
３
月
か
ら
児

童
扶
養
手
当
の
一
部
が
受
給
で
き
る
。

厚生労働省のホームページより

市
の
内
部
統
制
を
め
ぐ
る

現
状
と
問
題
点
は福

祉
医
療
給
付
費
制
度 
見
直
し
へ

障
害
年
金
の
子
ど
も
向
け
加
算

政和会
松枝 　功

　
問 

先
日
の
松
糸
道
路
に
関
わ
る
第
７
回
説

明
会
で
、「
Ａ
ル
ー
ト
が
最
適
」
と
決
定

し
た
。
私
も
Ａ
ル
ー
ト
が
ベ
ス
ト
と
の

思
い
で
行
動
し
て
き
た
が
、
市
は
こ
れ

ま
で
の
対
応
を
自
ら
ど
う
評
価
す
る
の

か
、
反
省
点
な
ど
は
な
い
か
。

市
長 

市
と
し
て
は
、
地
域
の
声
を
取
り
ま
と

め
、
要
望
に
誠
心
誠
意
応
え
て
き
た
と

思
っ
て
い
る
。

　
問 

県
が
こ
だ
わ
っ
て
き
た
「
Ｂ
ル
ー
ト
」

に
対
し
、
絶
対
反
対
を
貫
い
た
期
成
同

盟
会
の
運
動
が
無
か
っ
た
ら
、
今
頃
は

禍か

こ

ん根
を
残
す
Ｂ
ル
ー
ト
で
事
業
が
進
ん

で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
市
は
こ
の

運
動
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

市
長 

地
域
や
市
の
将
来
を
思
っ
て
の
行
動
で

あ
っ
た
と
理
解
す
る
し
、
運
動
の
一
定

の
効
果
が
、
白
紙
か
ら
の
ル
ー
ト
見
直

し
、
Ａ
ル
ー
ト
決
着
の
形
と
な
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

　
問 

ル
ー
ト
決
定
で
県
の
姿
勢
に
変
化
も
感

じ
る
が
、
好
機
と
と
ら
え
、
市
の
東
西

軸
の
幹
線
道
路
整
備
な
ど
を
積
極
的
に

進
め
る
考
え
は
。

市
長 

松
糸
道
路
と
国
道
19
号
、
１
４
７
号
を

南
北
軸
と
し
、
こ
れ
ら
に
ア
ク
セ
ス
す

る
東
西
線
を
「
は
し
ご
型
」
に
整
備
す

る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
と
思
う
。

　
問 

対
策
と
し
て
の
薬
剤
空
中
散
布
を
見
直

す
と
い
う
が
、
方
向
は
。

農
林 

豊
科
大
口
沢
地
区
で
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
薬
剤
散
布
は
、
希
少
種
生
物
の
生

息
地
で
も
あ
り
、
尾
根
筋
の
松
へ
の
薬

剤
樹
幹
注
入
に
切
り
か
え
た
い
。

　
問 

松
く
い
虫
に
抵
抗
性
を
持
つ
松
苗
を
植

え
る
対
策
を
進
め
る
考
え
は
。

農
林 

守
る
べ
き
松
林
の
部
分
で
の
取
り
組
み

は
効
果
的
で
は
な
い
か
。

地域高規格道路松本糸魚川連絡道路 A ルート

松
糸
道
路
Ａ
ル
ー
ト
決
定

市
の
思
い
と
今
後
の
方
向

松
く
い
虫
対
策
の
見
直
し
の
内
容
は

※
分
限
懲
戒
審
査
委
員
会
…
分
限
処
分
は
職
員
の
病
気
な
ど
業
務
を
こ
な
す
の
に
適
格
性
を
欠
く
場
合
に
、
懲
戒
処
分
は
職
員
の
服
務
規
程
違
反
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
処
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
審
査
を
行
う
委
員
会
。

※
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

政和会
内川 集雄

　
問 

簡
易
委
託
駅
の
無
人
化
に
向
け
て
の
取

り
組
み
の
な
か
、
地
域
の
実
情
の
切
実

な
問
題
と
し
て
、
唯
一
の
金
融
機
関
で

あ
る
田
沢
郵
便
局
の
利
便
性
や
交
通
安

全
上
の
問
題
を
指
摘
す
る
声
を
も
ら
っ

て
い
る
。
地
域
実
情
を
鑑

か
ん
が

み
、
田
沢
駅

利
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
駅
舎
に
田
沢

郵
便
局
を
入
れ
て
、
郵
便
業
務
と
駅
の

業
務
（
駅
舎
管
理
を
含
む
）
を
担
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
提
案
す
る
。

商
工 

地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
に
も
つ
な
が

る
。
田
沢
駅
と
郵
便
業
務
と
の
兼
ね
合

い
で
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
機
会
を
捉と

ら

え

Ｊ
Ｒ
に
投
げ
か
け
る
。

　
問 

旧
町
村
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
は
市
に
と
っ
て
大
切
な
財
産

だ
。
現
況
は
。

水
道 

豊
科
地
域
６
７
３
０
カ
所
、
穂
高
地
域

７
８
４
０
カ
所
、
三
郷
地
域
４
４
６
０

カ
所
、
堀
金
地
域
２
９
７
０
カ
所
、
明

 

科
地
域
２
７
５
０
カ
所
の
合
計
２
万
４

 

７
５
０
カ
所
存
在
し
て
い
る
。

　
問 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
考
え
は
。

水
道 

令
和
３
年
度
か
ら
売
却
処
分
を
実
施
す

る
。
令
和
２
年
度
中
に
売
却
の
手
法
等

の
整
備
を
進
め
る
。

　
問 

旧
町
村
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
安
曇
野
市
の

観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
は
。

商
工 
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
市
内
の
一
定
の
地
域

を
歩
い
て
周
る
信
州
安
曇
野
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
の
指
定
目
標
物
と
し
て
入
れ
ら
れ

る
か
検
討
を
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
令
和
３
年
安
曇
野
市
成

人
式
に
関
し
て

簡易委託駅 JR 篠ノ井線田沢駅

Ｊ
Ｒ
田
沢
駅
舎
に
田
沢
郵

便
局
を
入
れ
て
の
存
続
へ

旧
町
村
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の

蓋ふ
た

の
活
用
に
関
し
て

　
問 

更
な
る
施
策
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

支
援
策
を
提
示
し
て
補
正
を
組
む
予
定
。

　
問 

第
２
弾
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
の
追
加
経
済
支
援
を
。

商
工 

第
２
弾
商
品
券
発
行
。
支
援
策
等
検
討
。

政
策 

制
度
資
金
融
資
枠
拡
大
。
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
、
来
訪
者
向
け
ク
ー
ポ
ン
券
や

宿
泊
施
設
応
援
券
、
運
輸
事
業
者
支
援
、

県
外
在
住
大
学
生
等
へ
の
応
援
便
や
市

内
83
区
へ
の
非
接
触
型
体
温
計
貸
与
等
。

　
問 

コ
ロ
ナ
で
密
集
を
防
ぐ
避
難
所
確
保
は
。

総
務 

近
隣
の
指
定
避
難
所
も
順
次
開
設
す
る
。

　
問 

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
・
教
育

の
奨

し
ょ
う
れ
い

励
と
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
開
催
を
。

政
策 

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

総
務 

講
座
等
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
も
検
討
。

教
長 

Ｇ
ギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
進
め
、
市

内
学
校
間
の
会
議
等
で
可
能
性
を
探
り
、

社
会
教
育
上
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
計
画
中
。

　
問 

現
状
と
今
後
の
展
望
は
。

市
長 

今
後
も
空
き
家
問
題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
問 

空
き
家
対
策
補
助
事
業
は
。

生
活 

令
和
４
年
度
ま
で
の
補
助
金
と
す
る
。

　
問 

移
住
定
住
促
進
に
空
き
家
バ
ン
ク
は
。

生
活 

安
心
し
て
利
用
で
き
る
バ
ン
ク
に
す
る
。

政
策 

移
住
定
住
の
促
進
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
問 

施
設
の
有
効
活
用
・
活
性
化
は
。

市
長 

利
便
性
、
管
理
運
営
の
質
の
確
保
を
。

福
祉 

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
は
状
況
等
確
認
中
。

　
問 

安
曇
追
分
駅
等
市
内
Ｊ
Ｒ
６
駅
の
有
人

業
務
を
令
和
３
年
４
月
以
降
も
継
続
を
。

商
工 

検
証
期
間
の
延
長
も
視
野
に
検
討
す
る
。

　
問 

そ
ば
の
郷
と
プ
ラ
ザ
安
曇
野
は
。

農
林 

そ
ば
の
郷
は
指
定
管
理
者
が
撤
退
。
応

募
な
し
。
プ
ラ
ザ
安
曇
野
は
２
件
応
募
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
応
す
る
更
な
る
施
策
を

無会派
林　 孝彦

三郷やすらぎ空間・信州安曇野そばの郷
４代にわたり指定管理者が撤退！

空
き
家
対
策
の
現
状
と
今
後
の
展
望
は

市
民
の
た
め
に
便べ

ん

ぎ宜
を
図
っ
て
き

た
施
設
の
有
効
活
用
・
活
性
化
を
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安
曇
野
市
が
誕
生
し
た
と
同
時

に
、
安
曇
野
市
内
の
稲
作
若
手

後
継
者
５
人
で
「
安
曇
野
．
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
」(

あ
づ
み

の
ど
っ
と
こ
め)

と
い
う
稲
作
農
業
青
年
者
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
は
９
人
に
増
え
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

当
時
稲
作
を
中
心
と
し
た
土

地
利
用
型
農
業
の
後
継
者
グ

ル
ー
プ
が
な
く
、
合
併
を
機
に
、
メ
ン
バ
ー
で
今
ま

で
よ
り
も
っ
と
、
安
曇
野
の
お
米
を
全
国
区
に
押
し

上
げ
よ
う
と
い
う
目
標
か
ら
で
し
た
。

開
き
、
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

（
現
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）

や
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
と
定
例
会
を
行

い
、
新
し
い
技
術
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
活
動
は
長
野
県
品
種
の
「
風

さ
や
か
」
を
安
曇
野
市
、
Ｊ
Ａ
、
県
と
共
に
肥
料
栽

培
試
験
、
販
売
促
進
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
食
育

の
一
環
で
市
内
学
校
給
食
に
も
グ
ル
ー
プ
で
栽
培
し

た
お
米
を
提
供
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
農
業
技

術
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
見み

す据
え
て
ド
ロ
ー
ン

や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
田
植
え
機
な
ど
先
端
技
術
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
、
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

南
安
曇
農
業
高
校
で
最
先
端
の
農

業
機
械
の
講
習
な
ど
を
し
て
、
次

世
代
の
農
業
者
に
新
た
な
農
業
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
稲
作
に
限
ら
ず
、
安
曇
野
の
農
業
を
守
り
発
展

さ
せ
て
い
く
に
は
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
安
曇
野
農
業
の
大
切
さ
や
新
し

い
農
業
技
術
を
知
っ
て
も
ら
い
、
一
つ
の
職
業
と
し

て
と
ら
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
積
極
的
に
農
業
の
現
場

に
出
向
い
て
も
ら
い
、
次
世
代
へ
の
安

曇
野
農
業
の
課
題

に
つ
い
て
語
り
合

い
、
そ
し
て
支
援

し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　議会広報、議会だよりを通じ、議会の報告とともに
市民の皆さんのお声も分かりやすく紹介し、議会とし
てしっかりと受け止め、政策提言にもつなげられるよ
うにしていきたいと思っています。
　議会だよりモニター制度（モニターを通じて市民の
意見を議会だよりや議会活動に反映させる制度）の一
環で、議会だよりモニターとの座談会を開催し、多様
で貴重なご意見をいただきました。市民に分かりやす
い議会だよりを作っていくことだけではなく、議会活
動全般の見直しや、市民の市政や議会への理解にもつ
ながっていて、大いに役立っていると実感しています。

委員　林 孝彦　

議会広報特別委員会
　委 員 長　増田望三郎　副委員長　小林陽子
　委 　 員　小松洋一郎　内川集雄　小林純子　中村今朝子
　　　　　　一志信一郎　井出勝正　坂内不二男　林　孝彦
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12月議会　定例会のお知らせ

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
新型コロナウイルス対応のため、無料の託児サービスは現在休止中です。

請願・陳情は随時受け付けています。詳しくは議会事務局にお問い合わ
せください。開会時間は、本会議10：00～　委員会10：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

風さやか給食圃
ほじょう

場看板

議会からのお知らせ

議会だよりモニターとの座談会の様子

議会報告会

日時 １月15日 （金）
 第1回目　午後1時30分から
 第2回目　午後7時から
場所 豊科交流学習センター「きぼう」
　　　　 ２階　多目的交流ホール

マスクの着用を
お願いします。）（

新型コロナ等の状況により、
変更の可能性があります。）（

平
成
17
年
に

日 月 土火 水 木 金
15

12/1

18 19 20 21

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

本会議
（一般質問）

常任委員会
（総務環境）

議会運営
委員会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

本会議
一般質問
議案質疑
委員会付託

29 30

議会運営委員会・
全員協議会

本会議
（閉会）

16 17

22 25 26 27 28

2 3 4 5

23 24

全員協議会

本会議
（一般質問）

（勤労感謝の日） 本会議
（開会）

本会議
（代表質問）

設
立
経
緯
は
、

毎
月
定
例
会
を

私
自
身
も

議
員
の

24


